
2026年９月 25日 

～静岡県内中堅・中小企業設備投資計画調査（2026年９月）～ 

2026年度 国内設備投資実施見込額は前年度比＋4.8％ 
～投資マインドは前向き、実施見込額も高水準を維持～

静岡経済研究所（理事長 馬瀬和人）では、「静岡県内中堅・中小企業設備投資計画調

査」の結果をとりまとめましたので、その内容をお知らせします。 

■2026年度の国内設備投資実施見込額は1,339億円と、前年度比＋4.8％増加する見通し。

業種別では、製造業は前年度比△16.7％の減少となったが、非製造業が同＋15.2％の

増加となり、全体としては高水準を維持した。規模別では、中堅企業が同＋18.0％と高

い伸びを維持する一方で、中小企業は同△4.8％とマイナスに転じる見込み。 

■企業の設備投資マインドを示すＳ.Ｉ.は6.8で、前回調査（2026年３月）から＋2.1ポイ

ント上昇し、設備投資に対する前向きなスタンスが続いている。

業種別では、製造業が17.6と、前回（9.4）から＋8.2ポイントと大きく上昇した。一

方で、非製造業は△1.1と、前回（0.6）から△1.7ポイント低下し、2024年３月調査以

来のマイナスに転じた。 

なお、調査対象企業1,052社のうち有効回答が寄せられた企業は337社（中堅・中小企

業323社に加え、上場企業14社を含む）、有効回答率32.0％。調査時点は８月中旬（調査

票は8/3発送、8/19期限）。 

※本件のお問い合わせ先  担当（林 拓也） 

〈10 月の記者発表予告〉下記の調査について記者発表を予定しています 

「諸物価の上昇と価格転嫁の状況に関するアンケート調査結果」 

「2026 年 10～12 月期 静岡県内主要産業四半期見通し調査」 
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	表紙
	プレスリリース用（最終校正修正後）



